






























  年 認知件数  被害額
平成 19年 17,930件 約 251億 4,242万円
平成 20年 20,481件 約 275億 9,439万円


























































 詐欺罪は，客体により，1 項詐欺と 2 項詐欺に分かれる。それぞれ，246
















2  銀行預金通帳の不正取得 
不正な預金通帳の取得については，第三者に転売する目的で自己名義の銀
振り込め詐欺を巡る諸問題 7 
行預金通帳を取得した行為に関する判決（最決平成 19 年 7 月 17 日刑集 61














ド 1 枚の交付を受けた。 
さらに被告人は，A 及び B と意思を通じ，銀行支店の行員に対し，自己名
義の普通預金口座の開設等を申込み，B 名義の預金口座開設に伴う同人名義
































































































































































1 項詐欺と 2 項詐欺のどちらにあたるのであろうか。 
1 項詐欺と 2 項詐欺の違いは，客体が物か（246 条 1 項）財産上の利益か
（同条 2 項）という点にある。1 項詐欺ととらえる見解は，口座に入金され
れば口座名義人はその金銭を自由に処分できるのだから財物たる金銭の交付




















































きたい。最決平成 15・3・12 刑集 57 巻 3 号 322 頁（以下，平成 15 年決定





























































































































































・拙稿「判批」月刊法学教室 330 号別冊付録「判例セレクト 2007」（有斐閣，2007
20 
年）34 頁 
・拙稿「判批」刑事法ジャーナル 11 号（成文堂，2008 年）99 頁 
・拙稿「承継的共同正犯」佐久間修ほか著『Law Practice 刑法』（商事法務，2009 年）
81 頁 
・拙稿「演習」月刊法学教室（有斐閣，2011 年）374 号 166 頁 
・拙稿「消費者保護と刑法」甲斐克則編『現代社会と刑法を考える』（法律文化社，
2012 年）135 頁 
